
平成24年７月15日 第182号【 14 】市 議 会 だ よ り

○
明
政
会

　
　
　
森
川
・
塩
原
・
五
味

　
　
　
西
條
・
宮
田

　
昨
年
１１
月
北
海
道
恵
庭
市
で
通

学
合
宿
を
、
江
別
市
で
江
別
の
顔

づ
く
り
事
業
を
、
小
樽
市
で
「
お

墨
付
き
」
の
小
樽
ブ
ラ
ン
ド
を
視

察
し
、
本
市
の
同
様
な
事
業
の
参

考
と
し
ま
し
た
。
2
月
に
は
、
名

古
屋
で
セ
ミ
ナ
ー
「
地
方
議
員
の

た
め
の
議
員
活
動
の
基
本
」
に
新

人
議
員
2
名
が
参
加
、
3
月
に
は
、

泰
阜
村
で
日
本
初
の
高
齢
者
に
よ

る
協
同
企
業
組
合
（
共
同
住
宅
）

を
視
察
し
ま
し
た
。

　
他
に
書
籍
を
購
入
し
ま
し
た
。

　○
新
政
会

　
　
　
牧
野
・
金
田
・
金
子

　
　
　
横
沢

　
新
政
会
は
、
鹿
児
島
県
指
宿
市

の
道
の
駅
「
い
ぶ
す
き
」
「
い
ぶ

す
き
山
川
港
特
産
市
場
」
な
ど
を

調
査
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
P
F

I
方
式
と
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
し
、
行
政
か
ら
の
補
助
金
等
は

な
く
、
民
間
の
力
に
よ
っ
て
逆
に

利
益
の
一
部
を
納
め
て
い
ま
し
た
。

塩
尻
市
内
の
道
の
駅
の
あ
り
方
の

検
証
に
調
査
結
果
を
活
か
し
て
い

き
ま
す
。
ほ
か
、
甲
州
市
の
ワ
イ

ン
産
業
文
化
施
設
や
諏
訪
市
の
水

耕
栽
培
な
ど
を
調
査
し
ま
し
た
。

　○
市
民
派
連
合

　
　
　
丸
山
・
永
田
・
古
畑

　
災
害
時
へ
の
危
機
管
理
と
次
世

代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
応
が
震
災
後
、

更
に
求
め
ら
れ
て
お
り
、
千
葉
県

柏
市
で
の
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
築

事
業
を
研
修
し
、
池
袋
防
災
館
で

は
災
害
体
験
を
し
た
。
ま
た
北
九

州
市
で
は
エ
コ
タ
ウ
ン
事
業
と
市

民
へ
の
環
境
教
育
に
つ
い
て
視
察
。

　
他
に
、
歴
史
的
な
建
造
物
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
生
か
し
た
事
業
と

し
て
、
墨
田
区
の
江
戸
東
京
博
物

館
と
北
九
州
市
で
は
門
司
港
レ
ト

ロ
の
視
察
を
行
っ
た
。

　○
公
明
党
　
中
村
・
山
口

　
8
月
２６
・
２７
日
京
都
市
で
開
催

さ
れ
た
災
害
時
の
生
活
保
護
に
関

す
る
研
修
会
に
参
加
。
避
難
所
か

ら
の
申
請
や
財
政
問
題
、
就
労
支

援
の
実
際
を
研
修
し
、
日
常
の
相

談
業
務
や
議
会
質
問
に
役
立
て
ま

し
た
。
１０
月
１８
日
に
、
松
本
市
で

開
催
さ
れ
た
、
地
方
議
会
改
革
セ

ミ
ナ
ー
に
参
加
。
議
会
基
本
条
例

の
実
践
事
例
を
学
び
ま
し
た
。
会

派
室
専
用
U
S
B
メ
モ
リ
を
購
入
。

議
会
活
動
を
広
報
す
る
た
め
、
公

明
議
会
だ
よ
り
を
3
回
発
行
し
ま

し
た
。

　○
市
政
同
志
会
　
中
原
巳
・
青
木

　
地
方
議
会
特
別
セ
ミ
ナ
ー
、
行

政
管
理
セ
ミ
ナ
ー
の
研
修
会
へ
の

参
加
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

つ
い
て
の
先
進
地
視
察
、
空
き
校

舎
を
利
用
し
て
の
児
童
館
視
察
、

南
丹
市
家
畜
の
糞
尿
を
利
用
し
た

バ
イ
オ
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
、

大
阪
府
浄
水
場
水
力
発
電
、
神
戸

市
下
水
汚
泥
か
ら
メ
タ
ン
ガ
ス
を

製
造
路
線
バ
ス
の
燃
料
に
利
用
、

飯
田
市
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
、
赤

穂
市
・
飯
田
市
の
小
学
校
空
き
教

室
利
用
の
児
童
館
視
察
を
し
ま
し

た
。

　

　○
和
の
会
　
中
原
輝
・
青
柳

　
和
の
会
は
、
栃
木
県
真
岡
市
へ

観
光
振
興
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

行
政
視
察
、
仙
台
市
で
の
日
本
自

治
創
造
学
会
主
催
の
「
大
震
災
を

越
え
て
ー
地
域
の
復
興
と
自
治
の

再
生
ー
」
研
修
会
参
加
と
被
災
地

の
視
察
、
及
び
東
京
中
央
区
で
の

自
治
体
サ
ミ
ッ
ト
研
修
会
「
新
時

代
の
地
方
政
府
ー
首
長
と
議
会
、

改
革
の
最
先
端
ー
」
「
議
会
改
革

を
支
え
る
議
会
事
務
局
改
革
」
な

ど
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等

へ
の
参
加
経
費
に
充
て
ま
し
た
。

　○
日
本
共
産
党
　
柴
田
・
鈴
木

　
「
第
５３
回
自
治
体
学
校
」
（
会

場
は
奈
良
市
）
を
受
講
。
地
方
自

治
に
取
り
組
む
基
本
姿
勢
、
「
地

域
経
済
の
再
生
、
循
環
を
ど
う
つ

く
る
か
」
「
財
政
分
析
実
践
」
な

ど
を
学
び
、
関
連
の
書
籍
を
購
入

し
ま
し
た
。
ま
た
、
県
住
民
と
自

治
研
究
所
が
行
っ
た
「
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
技
術
的
課
題
と
自
治
体

政
策
」
を
受
講
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
豊
か
な
長
野
県
で
の
普
及
推
進

と
地
域
活
性
化
へ
の
相
乗
的
取
り

組
み
等
を
学
び
ま
し
た
。

　○
創
造
実
践
　
務
台

　
和
の
会
、
前
進
と
創
造
実
践
合

同
で
視
察
研
修
を
実
施
。
第
１
回

は
１０
月
２５
日
か
ら
２７
日
ま
で
真
岡

市
を
訪
問
、
市
行
政
の
施
策
や
課

題
に
つ
い
て
実
践
の
現
況
を
拝
聴

し
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
ど

の
よ
う
に
有
機
的
に
造
成
し
育
成

し
た
か
、
生
き
生
き
と
し
た
市
政

づ
く
り
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
実

態
を
聴
き
ま
し
た
。
研
修
2
回
目

は
2
月
2
、
3
日
の
東
京
早
稲
田

大
学
の
研
修
、
地
域
行
政
の
活
性

化
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　○
前
進
　
永
井

　
２３
年
度
の
視
察
は
、
栃
木
県
真

岡
市
の
「
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

を
視
察
し
、
新
た
に
観
光
を
活
性

化
の
起
爆
剤
に
す
る
構
想
や
計
画

予
定
地
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
仙
台
市
で
は
、
大
震
災
か
ら
の

復
興
ビ
ジ
ョ
ン
と
共
生
の
ま
ち
づ

く
り
と
題
し
て
、
南
三
陸
町
長
等

の
報
告
や
提
言
を
聴
講
し
ま
し
た
。

　
自
治
体
サ
ミ
ッ
ト
研
修
会
は
、

議
会
改
革
度
ラ
ン
キ
ン
グ
に
み
る

先
進
議
会
を
学
び
、
今
後
の
議
会

改
革
に
役
立
て
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
２３
年
度

政
務
調
査
費
の

支
出
内
容

　政務調査費とは？　
　　
　地方自治法と条例に基づいて、議員の調
査研究のために必要な経費の一部として、
市長が議会の会派へ、所属議員１人あたり
年額9万円を交付するものです。
　平成23年度は、全ての会派が議員１人
あたり82,500円（改選後の5月から翌3
月までの月割り）の交付を受け、使途基準
に基づき、適正に支出をしました。

各
会
派
の
支
出
内
容
（
概
要
）


